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芦
屋
市
で
は
、昭
和

二
十
六
年
の
国
際
文
化

住
宅
都
市
建
設
法
の
施

行
に
伴
い
、山
地
の
開

発
や
海
浜
の
埋
め
立
て

な
ど
の
計
画
の
検
討
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
人
口
は
、約

四
万
三
千
人（
昭
和
二

十
五
年
）で
、狭
い
市
域

を
開
発
し
十
万
人
規
模

の
都
市
を
目
指
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
埋
め
立
て
地
に
は
工
場
な

ど
の
誘
致
を
行
い
ま
す
が
、芦
屋
市
は

昭
和
三
十
七
年
に
は
国
際
文
化
住
宅
都

市
と
し
て
工
場
誘
致
は
行
わ
ず
、住
宅

地
や
経
済
セ
ン
タ
ー
、文
化
・
リ
ゾ
ー
ト

ゾ
ー
ン
な
ど
を
設
け
、マ
リ
ー
ナ（
観
光

港
）を
整
備
す
る
と
い
う
埋
め
立
て
プ

ラ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。期
間
は
五
カ

年
、工
費
は
約
三
百
億
円
で
、海
岸（
現

在
の
防
潮
堤
線
）よ
り
二
キ
ロ
沖
ま
で
、

約
三
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
埋
め
立
て

る
と
い
う
計
画
で
し
た
。

　

そ
の
後
、神
戸
市
や
西
宮
市
の
埋
め

立
て
計
画
も
明
ら
か
に
な
り
、高
潮
の

発
生
す
る
恐
れ
な
ど
の
防
災
上
の
問
題
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も
あ
り
、昭
和
四
十
一
年
に
は
、埋
め
立

て
免
許
申
請
を
行
う
な
ど
埋
め
立
て
計

画
が
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、市
が
単
独

で
行
う
と
い
う
費
用
の
問
題
や
、兵
庫

県
の「
阪
神
港
」港
湾
計
画
の
構
想
な
ど

に
よ
り
、最
終
的
に
は
県
の
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、芦
屋
浜
部
分
と
南
芦
屋

浜
部
分
を
二
期
に
分
け
て
埋
め
立
て
工

事
を
行
い
、そ
の
間
に
水
路
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、カ
ヌ
ー
・
レ
ガ
ッ
タ
な
ど

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た（
平

成
十
八
年
の「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」で

は
、カ
ヌ
ー
競
技
の
会
場
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
し
た
）。

　

南
芦
屋
浜
地
区
に
お
い
て
は
、昭
和

四
十
七
年
六
月
の「
阪
神
港
基

本
計
画
調
査
土
地
利
用
計
画

案
」に
よ
る
と
、マ
リ
ー
ナ

（
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
）・
甲
子

園
球
場
サ
イ
ズ
の
野
球
場
・

陸
上
競
技
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
、

文
化
ゾ
ー
ン
・
ホ
テ
ル
・
公

園
・
遊
園
地
の
設
置
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。　

置
さ
れ
た
処
理
施
設
が
撤
去
さ
れ
る
ま

で
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、翌
年
に
は
、陽
光
町
に
県
営
・
市

営
の
災
害
復
興
住
宅
の
建
設
が
決
定
さ

れ
、平
成
十
年
三
月
か
ら
入
居
が
始
ま
り

ま
し
た
。

る
な
ど
、大
き
な
影
響
も
あ
り
ま
し
た

（
平
成
七
年
六
月
三
十
日
現
在
で
南
芦

屋
浜
に
ト
ラ
ッ
ク
十
万
台
分
、五
十
一

万
三
千
五
百
ト
ン
搬
入
、最
終
的
に
は

約
百
万
ト
ン
に
の
ぼ
り
ま
し
た
）。

　

ガ
レ
キ
の
処
理
は
震
災
直
後
か
ら
始

ま
り
、翌
年
の
八
月
に
南
芦
屋
浜
に
設

　

平
成
七
年
一
月
に
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。前
年
の
四
月

に
は
阪
神
高
速
湾
岸
線
が
開
通
し
て

い
ま
し
た
が
、造
成
中
の
南
芦
屋
浜
の

埋
め
立
て
地
は
、浜
風
大
橋
が
破
損
し
、

ま
た
市
内
で
大
量
に
発
生
し
た
ガ
レ

キ
な
ど
の
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
と
な

��
��
��
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

ど
を
配
置
し
た
こ
の
地
区
に
は
、
現
在

で
は
約
五
千
八
百
世
帯
、
一
万
三
千
三

百
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
着
工
さ
れ
た
沖
地
区（
南
芦

屋
浜
地
区
）の
埋
め
立
て
工
事
で
す
が
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
な
ど
に
よ
り

昭
和
五
十
二
年
に
は
一
時
中
断
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、県
企
業
庁
・
民
間
企
業
・

　

一
方
、芦
屋
浜
地
区
は
旧
海
岸
線（
防

潮
堤
線
）に
接
し
て
昭
和
四
十
四
年
十

一
月
に
工
事
が
着
工
さ
れ
、五
十
年
三

月
に
埋
め
立
て
工
事
が
完
成
し
、面
積

1
・
2
4
k
㎡（
甲
子
園
球
場
の
約
三
十

倍
）の
芦
屋
浜
の
六
つ
の
町
が
誕
生
し

ま
し
た
。高
・
中
・
低
層
の
各
住
宅
地
区

や
公
園
・
学
校
そ
の
他
の
公
共
施
設
な

と
し
、「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ

れ
、住
宅
地
の
分
譲
や
各
種
施
設
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
で
は
四
つ
の

町
に
約
二
千
世
帯
、約
五
千
二
百
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

埋
め
立
て
工
事
は
平
成
九
年
一
月
に

竣
工
し
、同
年
五
月
に
は
芦
屋
市
に
編

入
さ
れ
、市
域
の
面
積
は
１
・
２
６
k
㎡

増
え
て　

・
５
７
k
㎡
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
十
九
年
三
月
に
は
、南
芦
屋
浜

地
域
全
体
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を「
潮
芦
屋
」
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芦
屋
市
な
ど
の
協
議
の
も
と
に
新
た
な

利
用
計
画
が
策
定
さ
れ
、昭
和
六
十
二
年

十
二
月
に
工
事
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
年
に
は「
芦
屋
沖
地
区
土
地
利
用
構

想
」が
発
表
さ
れ
、マ
リ
ー
ナ
ゾ
ー
ン
、文

化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
、住
宅

ゾ
ー
ン
、ビ
ー
チ
ゾ
ー
ン
、フ
リ
ー
ゾ
ー

ン
の
設
置
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
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